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東西 9.1km、南北 11.5km、周囲 38.2km となっており、村土はその 50.7%を山林が占め(1996(平
成 8)年県統計書)、景観の良さなどから上信越高原国立公園に指定されており、それらの一部を含
む 297ha が現在スキー場区域となっている。 
村の気候は、アジア大陸からの影響を受ける典型的な日本海側気候で、年平均気温は 9.9℃、年
間降雨量は 1,719mm、1 日最大降雪量は 82cm(1996(平成 8)年)と、全国でも屈指の豪雪地帯であ
る。 
郷土の温泉である野沢温泉が「湯山村」として歴史の表面に現れてくるのは、鎌倉時代中期の
1272(文永 9)年7)が最初であり、江戸時代初期にはすでに 24 軒もの宿屋があったといわれ、1928








ここで、図表 1 野沢温泉村の沿革 を示す。 
 



















向上を目指した施策を展開した。さらに、1998(平成 10)年には長野五輪の会場の 1 つに野沢温泉
スキー場が選ばれて、世界的に野沢温泉の名前が広がった。それに伴い、上信越自動車道信州中野










2011(平成 23)年はスキー伝来 100 周年、2012(平成 24)年は長野県スキー発祥 100 周年であっ
た。スノーリゾート新世紀に向けて、各地でさまざまなイベント、博物館特別展が催され、記念誌
が発行された。2011 年 1 月 20 日から 3 月 27 日で諏訪市博物館特別展「霧ケ峰スキーことはじめ
－スキー場開拓にかけた諏訪人たちの熱き思い－」が開催(展示資料を収録した記録集は 2012 年 2
月に発行11))、2012 年 1 月、飯山市は『長野県・飯山スキー100 周年記念飯山スキー100 年誌』12)
を発行、2012 年 2 月、野沢温泉スキークラブが編集した『スキー伝来 100 年野澤のスキー スキ
ークラブ創立 90 周年/スキースクール開校 60 周年記念』13)は野沢温泉いで湯とスキーの郷活性化協
議会によって発行、2012 年 3 月、『山ノ内町スキー発祥 100 周年記念史 今 伝えたいこと』14)は
山ノ内町・山ノ内町スキー発祥 100 周年記念事業実行委員会が編集・発刊した。 
日本におけるスキーの本格的導入15)は 1911(明治 44)年 1 月のレルヒ16)(Theodor Edler von 
Lerch)氏によるものである。彼はオーストリア・ハンガリーの軍人で、日本の軍隊視察を目的とし














野沢温泉、野尻湖の 3 ヶ所が取り上げられている。 



























1911(明治 44)年 9 月 4 日、第 13 師団渡邊小太郎参謀長から、スキー術講習に関する件通牒が積
雪地である各県知事宛に出され、これに対して長野県の参加者 6 名は次のとおりであった24)。 
 
甲種 松本歩兵第五十聯隊歩兵中尉 倉石忠一郎 
   同         歩兵軍曹 両角市重 
   同         歩兵伍長 宮下袈裟之助 
乙種 下高井郡堺村小学校訓導   高橋米作 
  飯山中学校教諭       市川達譲 






翌 1913 (大正 2)年、新潟県高田の第 1 回全国スキー大会に飯山中学校生徒富井英士、森赳夫ら
が出場した28)。 
1923(大正 12)年 2 月、第 1 回全日本スキー選手権大会が小樽で開催され、長野県から片桐武夫、
富井宣威ら飯山中学校生徒 4 名が出場した29)。同 1923 年 12 月、野沢温泉スキー倶楽部が創立され
た30) (片桐武三初代会長、片桐知従副会長、藤沢璋三顧問)31)。 
翌 1924(大正 13)年 1 月、法政大学スキー山岳部が来野した。これが、野沢温泉スキー場の開場
であった32)。同 1924 年 12 月、御犬山スキー場に固定シャンツェ(ジャンプ台)が建設され、翌 1925
年、日影スキー場に練習用シャンツェを建設した。さらに、1928(昭和 3)年、日影スキー場に 50m
級野沢シャンツェが建設された33)。野沢温泉スキー場が全国にその名を広める基礎が形成されつつ
あった。スキー場の整備が進んだ結果、1930(昭和 5)年、全国規模のスキー大会である第 5 回明治
神宮スキー競技会が野沢温泉スキー場で開催された。 
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同 1930 年、オーストリアのハンネス・シュナイダー(Hannes Schneider) 34)氏が来日、野沢温泉














トの払い下げを受けた。1949(昭和 24)年、草津温泉は民間として日本では第 1 号のスキーリフト
を作った36)。1950(昭和 25)年 12 月、野沢温泉で 200m のリフトが完成、長野県で 2 番目となるス














































































































2000(平成 12)年に 4,835 人であったが、2012(平成 24)年には 3,908 人となり、約 2 割減少してい
る。図表 2 野沢温泉村の人口の推移 を示す。 
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図表 2 野沢温泉村の人口の推移 
年    男 女  計(人) 世帯数 
2000 平成 12 2,338 2,497 4,835 1,388 
2001 平成 13 2,285 2,455 4,740 1,385 
2002 平成 14 2,254 2,431 4,685 1,381 
2003 平成 15 2,224 2,414 4,638 1,373 
2004 平成 16 2,191 2,369 4,560 1,375 
2005 平成 17 2,156 2,324 4,480 1,372 
2006 平成 18 2,119 2,279 4,398 1,366 
2007 平成 19 2,088 2,233 4,321 1,344 
2008 平成 20 2,034 2,207 4,241 1,332 
2009 平成 21 1,974 2,177 4,151 1,328 
2010 平成 22 1,919 2,131 4,050 1,315 
2011 平成 23 1,898 2,091 3,989 1,305 
2012 平成 24 1,862 2,046 3,908 1,294 





2013(平成 25)年 4 月、野沢温泉学園を開園し、野沢温泉村保小中一貫教育・高校連携教育をスタ
ートさせた。 
少子化の影響で、2013(平成 25)年 4 月から村では、保育園、小学校、中学校の全ての学年が 1
クラスになった42)。どの学年も 1 クラスになったことから、保育園の 3 年間、小学校の 6 年間、中























図表 3 冬季オリンピック開催地と野沢温泉村の冬季オリンピック出場選手一覧 を示す。冬季
オリンピック出場選手総数は 23 名である。そのうち、2 回出場者 6 名、3 回出場者 1 名のため、重
複出場者数を除くと、冬季オリンピック出場選手実数は 15 名である。 
 
図表 3 冬季オリンピック開催地と野沢温泉村の冬季オリンピック出場選手一覧 
回数 開催年 開催地 開催国 野沢温泉村の冬季オリンピック出場選手 
1 1924 シャモニー・モンブラン フランス         
2 1928 サン・モリッツ スイス   
3 1932 レークプラシッド アメリカ         
4 1936 ガルミッシュ・パルテンキルヘン ドイツ         
5 1948 サン・モリッツ スイス   
6 1952 オスロ ノルウェー         
7 1956 コルチナ・ダンペッツォ イタリア 杉山進   
8 1960 スコーバレー アメリカ 佐藤和男       
9 1964 インスブルック オーストリア 佐藤和男 富井一     
10 1968 グルノーブル フランス 佐藤和男       
11 1972 札幌 日本 松村元治 富井澄博 古川年正 片桐美雪 
12 1976 インスブルック オーストリア 富井澄博 片桐幹雄     
13 1980 レークプラシッド アメリカ 片桐幹雄       
14 1984 サラエボ ユーゴスラビア   
15 1988 カルガリー カナダ         
16 1992 アルベールビル フランス 河野孝典 富井剛志   
17 1994 リレハンメル ノルウェー 河野孝典 西方仁也     
18 1998 長野 日本 森敏 富井彦 富井剛志   
19 2002 ソルトレークシティー アメリカ 森敏 富井彦 畦上大地   
20 2006 トリノ イタリア 上野修   
21 2010 バンクーバー カナダ         
22 2014 ソチ ロシア   
23 2018 平昌 韓国         
(出所) 北信州スノースポーツ活性化協議会企画・製作『スキーが変えた冬のくらし 未来へつなぐ 



































































図表 4 野沢温泉学園の新しい教育システム 
 
(出所)野沢温泉村教育委員会(2013)「地域と共に創る新しい教育 野沢温泉村保小中一貫教育・高校
連携教育 野沢温泉学園「のざわ保育園 野沢温泉小学校 野沢温泉中学校」施設分離型一貫








連携教育を開始したことにある。校種の変わる節目で起こる小 1 プロブレムや中 1 ギャップ44)が全










と河野葉子のざわ保育園長である。学園の運営組織図として、図表 5 新しい学園組織 を示す。 
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図表 5 新しい学園運営組織 
 
(注) WT はワーキングチームの略号で、「英語学習」、「スキー学習」、「交流体験学習」、「ふるさと 
   学習」、「ジョイント期」の 5 つがある。 
(出所) 野沢温泉村教育委員会(2013)「地域と共に創る新しい教育 野沢温泉村保小中一貫教育・高
校連携教育 野沢温泉学園「のざわ保育園 野沢温泉小学校 野沢温泉中学校」施設分離型一貫





























































































































3) P. Kotler & N. Lee (2007） “MARKETING IN THE PUBLIC SECTOR  A Roadmap for 







6) 野沢温泉村HP  http://www.vill.nozawaonsen.nagano.jp/ 
7) 野沢温泉村史編纂委員会(1974）『野沢温泉村史』野沢温泉村発行,p.355  
8)『明治六年癸酉九月 野沢村温泉書上帳』(野沢惣代文書）には、明治 3～5 年野沢温泉湯治
客数が示されていた。野沢温泉村史編纂委員会(1974）『前掲書』,p.586  







12)飯山市発行(2012）『長野県・飯山スキー100 周年記念 飯山スキー100 年誌』 
13)野沢温泉スキークラブ編集(2012）『スキー伝来 100 年 野澤のスキー スキークラブ創立
90 周年記念/スキースクール開校 60 周年記念』野沢温泉いで湯とスキーの郷活性化協議会発
行 
14)山ノ内町・山ノ内町スキー発祥 100 周年記念事業実行委員会編集・発刊(2012）『山ノ内町ス
キー発祥 100 周年記念史 今 伝えたいこと』 








ーチ』   ナカニシヤ出版,p.39 












(1997）『日本スキー博物館 20 周年記念誌』p.11）   












纂委員会(1993）『前掲書』,p.20 では波摩長重である。  
26)野沢温泉スキー誌編集委員会(1976）『野沢温泉スキー誌』長野県下高井郡野沢温泉村,p.56, 
p.321 


















31)記念誌編集委員会(1994）『スキー伝来 80 年 野澤のスキー スキークラブ創立 70 周年記念
































野沢温泉村保小中一貫教育・高校連携教育 野沢温泉学園「のざわ保育園 野沢温泉小学校 
野沢温泉中学校」施設分離型一貫教育」平成 24 年 12 月 
野沢温泉村教育委員会(2013）「地域と共に創る新しい教育 野沢温泉村保小中一貫教育・高
校連携 
教育 野沢温泉学園「のざわ保育園 野沢温泉小学校 野沢温泉中学校」施設分離型一貫教
育」 
平成 25 年４月   http://www.vill.nozawaonsen.nagano.jp/living/ikkankyouiku.pdf 
42)野沢温泉村には幼稚園はない。 




議(第１回）配布資料 平成 22 年 3 月 19 日【資料３】「幼児期の教育と小学校教育の接続に





文部科学省HP 中央教育審議会 初等中等教育分科会 学校段階間の連携・接続等に関する作




46)村民満足度調査は、村内在住の 20 歳以上の人を無作為で抽出、調査用紙を配布し実施する。 
野沢温泉村発行(2013）『広報のざわおんせん』(平成 25 年 4 月 24 日）第 460 号,p.11 
47)常盤文克・片平秀貴・古川一郎編(2010）『いま・ここ経営論』東洋経済新報社, p.7 
48)古川一郎編(2011）『前掲書』, p.6 
49)野沢温泉スキー場HP 株式会社野沢温泉代表取締役社長 河野博明氏の言葉である。 
http://www.nozawaski.com/summer2011/general/index.php       






ドの冬季オリンピック出場選手であった。父は片桐匡氏である。     
51)野沢温泉スキークラブ編集(2012）『前掲書』,p. 15  
52)筆者が河野博明氏より直接伺う。河野氏は野沢温泉スキークラブ会長を 1998(平成 10）年か
ら 2005(平成 17）年まで務め、同 2005 年から野沢温泉スキー場を立て直すため、村民出資
の株式会社野沢温泉の代表取締役社長を務める。     
53) 2013 年 1月 1 日現在、全国の村の数は 184村、長野県の村の数は 35村で全国 1 位である。
第 2 位は沖縄県の 19 村、第 3 位は北海道と福島県の 15 村である。長野県の村の数は全国
の村の約 2 割を占め、非常に多いことがわかる。 
54) 2004 年 12 月 26 日、野沢温泉村が飯山市との合併賛否を問う住民投票を実施。投票資格者
は 1986 年 4 月 1 日以前に生まれた村民と、村選挙管理委員会に登録申請した永住外国人。
2004 年 12 月 20 日現在で 3,705 人合併に「賛成」か「反対」かの二者択一方式。投票率 50％













長野県広報県民課(2013）『ながのけん』春号,平成 25 年 5 月 26 日発行,p.1     
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